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　　岡崎市の人口

昭和46年12月ｌ口現在，住民裁木(台帳および外国人登録人口による)

男
女
計

世帯数

10 6, 7 8 5人

1 0 9, 6 1 7人

2 1 6. 4 0 2人

　６ 0. 6 5 5世帯，
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

市
χ
ゐ
の
４
　
久

　
巾
民
の
杵
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
昭
和
四
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
皆
さ
ま
の
ご
健
虞
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
咋
年
四
月
の
市
長
選
挙
に
際
し
、
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
対
し
心

か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
就
任
以
来
八

箇
月
、
私
は
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
に
立
脚
し
た
市

の
発
展
と
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
山
積
す
る

諸
事
業
の
遂
行
に
微
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
幸
い
、
市
議
会
は
じ
め
市
民
各
位
の
深

い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
そ
れ
ら
か
着
実

に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
十
数
年
来
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
経

済
の
高
度
成
長
も
、
ア
メ
リ
カ
と
の
繊
維
交
渉

輸
入
課
徴
金
、
変
動
相
場
制
の
実
施
等
に
よ
り

不
況
は
長
期
化
の
様
相
を
て
い
し
、
ま
た
、
本

市
に
と
り
ま
し
て
も
台
風
二
十
三
号
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
災
害
と
断
水
等
諸
事
多
難
の
う
ち
に

過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
景
気
の
停
滞
に
よ
り
市
財
政
は
か
な

り
の
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
私
は
市
民

参
加
の
市
政
実
現
に
つ
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
意
と
す
る
と
こ
ろ
を
充
分
く
み
と
り
、
明
る

く
住
み
よ
い
福
祉
都
市
を
き
づ
く
た
め
頑
張
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
巾
の
中
心
部
の
都
市
再
開
発
を
は
じ
め
、
懸

案
と
な
っ
て
お
り
ま
す
岡
崎
駅
川
辺
の
上
地
区

叫
整
川
‥
…
″
支
、
名
鉄
東
岡
崎
駅
川
辺
の
整
備
開

発
、
そ
の
他
各
所
で
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
上

地
区
画
整
理
･
m
^
業
は
木
市
の
将
来
に
大
き
な
影

轡
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
地
元
の
要
望
を
収

り
う
つ
砧
極
的
に
対
処
い
た
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
道
路
、
公
園
、
上
Ｆ
水
道
等
の
整

備
拡
充
を
行
な
い
都
市
爪
盤
の
充
実
に
つ
と
め

る
一
方
、
開
発
に
よ
り
損
な
わ
れ
る
白
‥
然
の
ほ

護
に
は
意
を
つ
く
し
、
緑
と
清
流
に
囲
ま
れ
た

美
し
い
都
市
を
築
く
た
め
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
教
育
大
学
跡
地
へ
木
巾
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

文
化
施
設
を
誘
致
す
る
問
題
、
市
庁
介
川
辺
の

整
備
の
問
題
は
木
年
の
重
点
‥
…
″
業
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
教
育
施
設
の
増
改
築
、
社
会
福

祉
事
業
の
充
実
、
産
業
の
振
興
対
策
、
観
光
開

発
、
公
轡
、
交
通
安
企
対
策
広
域
行
政
の
推
進

あ
る
い
は
私
が
市
長
就
任
に
あ
た
り
提
咄
し
て

ま
い
り
ま
し
た
市
民
連
動
*

H
つ
の
テ
ー
マ
実
現

の
た
め
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
小
業
が

数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
効
率
的
な
行
政
の
運
川

に
よ
り
最
大
の
効
米
を
あ
げ
、
巾
民
の
杵
さ
ま

の
ご
信
頼
に
こ
た
え
る
よ
う
企
力
を
尽
く
し
て

職
務
に
桁
励
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
な
に
と
ぞ
、
木
年
も
倍
＝
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
折
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

１
眼
鄙
貞
弘

　
輝
か
し
い
昭
v
Ｓ
ｌ
四
･

･
七
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
巾
民
の
杵
々
様
の
ご
清
福
を
お
祈
り
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
に
あ
た
り
、
岡

-
:
3―ｎ
t
i
S
会
も
党
悟
を
浙
た
に
発
足
し
た
意
義
深

い
年
で
あ
り
ま
し
た
。
史
に
待
望
の
新
巾
庁
舎

が
竣
工
し
、
心
あ
ら
た
に
市
政
の
進
展
と
市
民

福
祉
向
上
の
た
め
に
微
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
問
の
市
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご

協
力
、
関
係
磯
関
よ
り
賜
わ
り
ま
し
た
厚
い
ご

交
誼
、
ご
支
援
に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
八
ｕ
木
の
台
風
二
十
三
号
で
木
市
は

か
つ
て
な
い
大
被
害
を
蒙
り
、
市
民
生
活
に
多

人
の
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
は
遺
憾

の
き
わ
み
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
の
治
山
治
水

街
づ
く
り
に
大
き
な
教
訓
を
与
え
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
木
年
は
待
望
の
沖
縄
が
復
帰
い
た
し
ま
す
。

必
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
巾
は
親
善
都
市
石
埴

市
と
市
民
ぐ
る
み
の
友
好
親
善
を
深
め
て
ま
い

ｈ
ソ
ま
し
た
だ
け
に
一
入
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
日
中
国
交
恢
復
、
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
経

済
不
安
等
け
わ
し
い
情
勢
で
あ
り
ま
す
が
、
わ

れ
わ
れ
は
初
心
に
た
ち
か
え
り
、
ま
す
ま
す
増

大
す
る
行
政
需
用
に
対
処
し
つ
つ
、
人
間
尊
重

の
自
治
行
政
推
進
の
た
め
に
さ
ら
に
努
力
を
収

ね
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
木
年
も
各
方
面
の
ご
友
情
と
変
ら
な
い
ご
指

導
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

正
助
　
役

収
人
役
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石
垣
市
長
桃
原
用
永

　
美
し
い
岡
崎
城
が
初
光
に
輝
く
ふ
く
い
く
と

し
た
昭
和
四
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
し

ん
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
岡
崎
市
と
石
垣
市
が
親
善
都
市
の
え
に
し
に

結
ば
れ
て
、
は
や
四
年
。
そ
の
間
、
皆
様
の
ご

厚
情
は
一
再
な
ら
ず
、
殊
に
昨
年
は
は
る
ば
る

内
田
市
長
の
ご
訪
問
を
う
け
誠
に
恐
悦
に
存
じ

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
新
市
長
の
ご
就
任
を
は
じ
め
新
庁
舎

の
落
成
と
岡
崎
市
は
ま
さ
に
新
生
の
息
吹
き
に

満
ち
み
ち
た
年
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
。

　
石
垣
市
で
は
か
つ
て
な
い
干
ば
つ
と
台
風
に

よ
る
災
害
で
、
全
市
民
暗
た
ん
と
し
た
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
芳
志
や
お
は
げ
ま
し

の
お
か
げ
で
、
今
は
再
起
へ
の
意
欲
を
新
た
に

い
た
し
て
お
り
ま
す
ゆ
え
、
何
卒
ご
休
心
の
程

願
い
あ
げ
ま
す
。

　
今
年
は
二
十
七
年
に
お
よ
ぷ
ア
メ
リ
カ
軍
政

を
は
な
れ
て
祖
国
へ
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
悲
願
達
成
の
喜
び
の
反
面
、
不
安
も
あ
り

途
惑
い
も
不
満
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち

沖
繩
の
心
、
偽
ら
ざ
る
心
悄
で
あ
り
ま
す
。
復

帰
の
暁
に
は
親
善
の
火
を
深
め
な
が
ら
よ
き
隣

人
、
よ
き
仲
間
と
し
て
よ
ろ
し
く
ご
教
導
く
だ

さ
る
よ
う
心
か
ら
お
穎
い
を
申
し
あ
げ
る
次
第

で
す
。

　
末
筆
な
が
ら
杵
様
の
ご
多
幸
と
岡
崎
市
の
限

り
な
い
ご
繁
栄
を
祈
念
し
て
新
年
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
い
た
し
ま
す
。

石　垣　市　章

!
ｔ
＾
ｒ
｡
ｌ
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年
頭
。
辞

ｒ
　
吸
福
山
市
長
立
石
定
夫

　
昭
和
四
十
七
年
の
新
春
を
迎
え
、
東
海
の
雄

都
岡
崎
市
の
市
民
各
位
に
対
し
、
福
山
市
民
を

代
表
し
て
、
あ
ら
た
ま
の
年
の
御
慶
を
め
で
た

く
申
し
お
さ
め
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
欣
快
に
存

じ
ま
す
。

　
岡
崎
市
と
福
山
市
は
、
同
祖
近
親
の
徳
川
家

康
、
水
野
勝
成
両
公
の
手
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

ま
た
、
大
正
五
年
七
月
期
を
同
じ
う
し
て
市
制

を
施
行
し
、
共
に
五
十
六
年
の
歴
史
の
な
か
で

数
次
の
災
禍
を
乗
り
こ
え
て
、
輝
か
し
い
未
来

を
展
望
し
、
緑
な
す
白
‥
然
と
太
陽
を
求
め
つ
つ

成
長
を
紡
砂
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
ご
同
慶
に

た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
両
市

が
、
昨
秋
親
善
都
市
提
携
を
宣
言
し
、
各
分
野

の
交
流
を
図
り
つ
つ
、
友
好
と
親
善
を
深
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
共
に
近
代
市
民
郁
市
の
実
現

を
期
す
る
こ
と
は
、
福
山
市
民
に
と
り
ま
し
て

も
感
慨
一
入
の
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
巾
す
ま
で
も
な
く
、
近
年
の
わ
が
国
は
、
国

際
的
に
も
圓
内
的
に
も
難
問
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
特
に
、
高
度
経
済
成
長
の
な
か
に

生
じ
た
交
通
・
公
害
等
の
市
民
生
活
を
お
び
や

か
す
新
た
な
課
題
が
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る

時
代
を
迎
え
た
本
年
で
あ
り
ま
す
。
両
市
が
、

こ
の
重
大
に
し
て
困
難
な
課
題
に
対
処
し
、
市

民
生
活
優
先
の
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市

民
的
合
意
の
結
集
を
は
か
る
と
と
も
に
、
相
提

携
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
岡
崎
市
が
今
後
ま
す
ま
す
充
実
発

展
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
念
し
、
岡
崎
市
民
各
位
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

福　山　市　章
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親
愛
な
る
皆
様

　
時
の
輪
は
、
前
方
へ
同
転
し
桃
け
ま
す
。
こ

の
手
紙
を
書
い
て
い
る
今
は
十
二
月
で
す
が
、

一
九
七
一
年
は
、
間
も
な
く
終
り
を
告
げ
ま

す
。

　
一
九
七
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
こ

に
は
、
日
の
当
っ
た
時
も
、
暗
閥
も
、
霖
‥
び
も

悲
し
み
も
、
勝
利
も
、
敗
北
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
人
生
で
し
ょ
う
。

　
各
人
が
職
務
に
全
力
を
つ
く
す
こ
と
は
、
重

要
な
こ
と
で
す
ね
。
そ
し
て
、
私
達
は
常
に
未

来
に
希
望
を
持
ち
、
自
己
の
力
を
信
ず
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

　
現
在
の
叶
の
中
は
、
冷
た
く
、
厳
し
い
も
の

で
す
。
巨
人
さ
な
が
ら
の
大
き
な
力
は
、
闘
い

　
私
達
は
、
決
し
て

希
望
を
捨
て
る
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
界
中
の
総
べ
て
の

小
さ
な
火
は
、
ひ
と

た
び
大
き
な
火
に
広
が
っ
て
く
る
と
、
人
々
は

于
を
と
り
合
い
、
心
を
触
れ
合
っ
て
、
友
愛
の

絆
を
結
び
、
共
に
幸
福
な
将
来
を
造
り
あ
げ
る

の
で
す
。

　
希
求
は
、
目
的
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
現
実
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

又
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
、
こ
の
こ

と
は
、
過
去
数
千
年
の
間
、
幾
世
代
の
人
々
の

心
を
、
や
き
つ
け
さ
せ
、
果
し
な
い
理
想
の
星

を
追
っ
て
き
て
い
な
が
ら
、
な
お
距
離
を
保
ち
、

続
け
て
い
て
平
印
の
鳩
は
、
休
む
ね
ぐ
ら
を
み
　
　
彼
方
に
輝
い
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
お
わ
か

つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
り
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
冷
た
い
世
の
中
に
も
、
私
達
は
友

愛
の
炎
が
燃
え
上
が
っ
て
広
が
り
、
各
人
を
暖

め
あ
っ
て
い
る
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

四
十
六
年
の

　
　
主
な
行
事
・
事
業

　　　働く婦人会館新築

婦人の健康・教養等の活動の場として，昭

和45年７月９日着工し. 46年３月15日完成

しました。

　　　　学校給食センター新築

中学校に完全給食共同凋刑l場として，昭和

45年7 ;j27日着工. 46年４月I 日完成しま

した。

　台風23号のつめあと

いままでにない集中豪雨。

　　　　　市　庁　會　完　成

昭和45年６月着工し. 46年10月に完成しま

した。
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　福山市と親善都市提携（11月９旧

巾制施行が岡崎と同じで，歴史的にも深

く結ばれている。

市　政　対　話　集　会（1211)

｜

１
月
旧
日
　
消
防
出
ぞ
め
式
　
　
４
月
１
日

月
1
5
日

２
月
７
日

２
月
2
8
日

　
　
　
　
９

４
Ｕ
４
日
家
康
行
　
８
月
７
日

岡
崎
市
成
人
式
　
　
　
？
1
8
日
　
列
・
歴
史
行
列

　
（
記
念
植
樹
）
　
　
　
４
月
　
　
Ｎ
日
　
市
長
・
市
議
会
議
　
８
月
3
1
日

愛
知
県
知
事
選
挙
　
　
　
　
　
　
　
員
選
挙

生
平
小
学
校
・
細
　
５
月
２
日
　
内
田
市
長
就
任

川
小
学
校
・
福
岡
　
　
　
　
　
　
　
四
十
四
議
員
就
任

小
学
校
・
六
ッ
芙
　
５
月

1
l
f
＼
日
　
服
部
議
艮
・
山
内
　
９
月
６
日

北
部
小
学
校
増
改
　
　
　
　
　
　
副
議
艮
就
任

築
工
事
完
工

２
月
2
8
日
　
巾
之
郷
保
育
園
゜
　
６
月
2
7
日
　
参
議
院
議
員
選
挙

百
々
ほ
育
園
完
工

３
月
1
5
日
　
働
く
婦
人
会
館
新

　
　
　
　
　
築
開
館

３
月
i
ｒ
＞
　
-
｡
　
市
立
岡
崎
病
院
診

　
　
　
　
　
療
棟
・
看
護
婦
宿

　
　
　
　
　
舎
増
築
工
小
完
工

３
月
1
6
口
　
母
子
老
人
保
健
セ
　
７
月
1
0
日

　
　
　
　
　
ン
タ
ー
開
所

３
月
2
8
ロ
　
消
防
署
東
部
出
張

　
　
　
　
　
所
完
工

４
月
一
日
　
学
校
給
食
セ
ン
タ

　
　
　
　
　
ー
新
築
開
所

４

月
‐
‐
・
‐
　
老
人
吠
療
費
無
料

７
月
一
日
　
市
制
施
行
五
十
五
　
９
月

’
Ｄ
日

　
　
　
　
　
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
鈴
木
弥
一
郎
助
役

就
任

市
行
政
機
構
一
部

改
正
（
部
制
廃
止
）

六
ツ
美
中
部
小
学

校
プ
ー
ル
完
成

福
岡
小
学
佼
プ
ー

ル
完
成

六
ツ
美
南
部
小
学

校
プ
ー
ル
完
成

矢
作
中
学
校
プ
ー

ル
完
成

化
（
七
〇
才
）
制

度
・
遺
児
手
当
制
　
８
月
２
日
．
温
泉
掴
さ
く
事
業

度
発
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
止

10
月
13
日

14
日

10

月
--

10
n

--

夏
ま
っ
り
花
火
大
　
‐
月
９
日
　
福
山
市
と
親
善
都

会台
風
第
2
3
号
集
中

豪
雨
に
よ
る
未
曽

有
の
被
害
（
災
害

救
助
法
発
動
）

台
風
災
害
に
よ
る

臨
時
市
議
会
（
国

県
に
意
見
書
提

出
）

敬
老
の
ロ
、
市
長

商
令
者
慰
問

市
庁
舎
市
民
参
観

デ
ー

1
3
口
　
美
術
館
新
築
工
事

　
　
　
着
工
・
労
働
文
化

　
　
　
会
館
新
築
工
事
着

　
　
　
工

1
8
日
　
新
市
庁
介
開
庁
式

10
月
23
日

？

27
日

事
業
所
集
団
電
話

開
始

芸
術
祭
開
く

月
１
日
　
市
立
図
書
館
新
築

　
　
　
　
開
館

　
　
　
　
　
市
提
携
調
印
（
九

　
　
　
　
　
日
？
十
日
福
山
市

　
　
　
　
　
親
善
訪
問
使
節

　
　
　
　
　
団
）

1
1
月
1
l
f
＼
ロ
　
全
市
町
総
代
市
政

11

-=

月
1
8
日

Ｈ
月
2
1
日

懇
談
会

市
庁
舎
落
成
式

第
十
八
回
市
民
体

育
祭

Ｈ
月
2
2
日
　
市
長
・
議
長
石
垣

　
～
<
Ｎ
日
　
市
親
善
訪
問

1
2
月
２
口
　
各
地
区
市
政
対
話

　
？
一
一
一
一
口
　
集
会

２
１
８
日

１
Ｊ
Ｉ

市
の
木
「
み
か
わ

く
ろ
ま
つ
」
、
準

市
の
木
「
く
ろ
が

ね
も
ち
」
、
「
い

ち
ょ
う
」
、
「
け

や
き
」
、
「
く
す

の
き
」
と
決
ま
る
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十
二
月
定
例
市
議
会
終
る

　
十
二
月
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
七
億
九
百
四
十
七
万
円
、
特
別
会

計
十
五
億
八
千
三
百
四
十
一
万
円
、
企
業
会
計
八
千
四
百
六
十
四
万
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算

総
額
は
二
百
二
十
四
億
九
千
二
十
八
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
補
止
の
主
な
も
の
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
一
般
会
計

Ａ
総
務
費
Ｖ

　
市
政
だ
よ
り
増
ペ
ー
ジ
に
要

す
る
経
費
等
百
四
十
八
万
円

〈
民
生
費
Ｖ

　
老
人
医
療
扶
助
費
、
精
薄
者

援
護
施
設
措
置
扶
助
費
、
児
童

手
当
の
迫
加
千
三
百
七
十
二
万

円
、
保
育
園
新
設
、
増
設
用
地

購
入
費
造
成
費
五
千
二
百
五
万

-・一----ﾐI●皿ｉ

円
、
児
童
遊
園
便
所
新
設
お
よ

び
こ
ど
も
広
場
便
所
設
此
費
補

助
金
四
十
万
円
な
ど

Λ
衛
生
費
ｖ

　
休
日
緊
急
当
直
医
補
助
金
の

追
加
、
騒
音
、
大
気
汚
染
測
定

洲
夜
費
、
ご
み
処
理
川
ブ
ル
ド

ー
ザ
購
入
費
七
百
二
十
七
万
円

な
ど

Ａ
農
林
業
費
ｖ

　
小
規
模
ａ
地
造
成
事
業
費
補

助
金
、
農
地
造
成
農
道
災
害

復
ｌ
:
_
費
補
助
金
二
百
八
十
二
万

円
、
米
生
産
調
整
そ
の
他
農
産

振
興
費
補
助
金
八
百
二
十
四
万

円
、
土
地
改
良
事
業
費
柿
助
金

三
百
九
十
一
万
円
な
ど

Λ
土
木
費
ｖ

　
国
道
拡
巾
に
伴
う
嘉
右
工
門

の
宿
建
物
移
転
費
百
十
一
万
円

都
市
改
造
事
業
費
二
千
四
百
四

十
六
万
円
、
現
市
営
住
宅
用
地

　
（
借
地
）
の
購
入
費
二
千
三
百

十
二
万
円
な
ど

〈
消
防
費
Ｖ

　
道
路
拡
巾
に
伴
う
消
防
団
車

庫
整
備
室
、
防
火
水
そ
う
移
転

費
二
百
九
十
九
万
円
な
ど

Λ
教
育
費
Ｖ

　
小
中
学
校
プ
レ
ハ
ブ
教
室
移

転
工
事
費
千
八
百
六
十
九
万
円

理
科
教
育
振
興
、
野
外
観
察
、

算
数
数
学
特
別
設
備
の
備
品
購

入
費
三
百
三
十
万
円
、
第
二
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地
購
入
費

造
成
費
三
千
百
三
十
二
万
円
、

働
く
者
の
山
の
家
駐
車
場
用
地

購
入
費
百
二
土
八
万
円
な
ど

Ａ
賭
支
出
金
Ｖ

　
岡
崎
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
公
社

出
資
金
五
百
万
円
な
ど

　
こ
の
ほ
か
市
職
員
、
保
育
園

保
母
等
の
給
与
改
定
に
要
す
る

経
費
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
歳
出
に
対
し
、
市
税

国
県
支
出
金
、
起
債
、
そ
の
他

の
他
の
収
入
に
よ
っ
て
こ
れ
を

ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
業
費
の
追

加
と
人
件
費
の
補
正
が
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
募
集
し
ま
し
た
「

市
の
木
」
は
、
四
十
五
年
に
募

集
し
ま
し
た
「
市
の
花
」
の
応

募
枚
数
を
は
る
か
に
越
え
た
一

九
六
九
枚
と
、
多
く
の
ご
協
力

を
得
て
無
事
つ
ぎ
の
と
お
り
決

定
を
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
の
木
選
定
委
員
会

に
よ
り
準
市
の
木
四
種
類
を
選

定
い
た
し
ま
し
た
。

④
岡
崎
市
の
木

　
み
か
わ
く
ろ
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
四
枚

④
準
市
の
木

　
く
ろ
が
ね
も
ち
　
二
三
四
枚

　
い
ち
ょ
う
　
　
　
二
Ｉ
四
枚

　
け
や
き
　
　
　
　
一
七
七
枚

　
く
す
の
き
　
　
　
一
四
八
枚

　
Λ
そ
の
他
Ｖ

　
き
ょ
う
ち
く
と
う
一
二
二
枚

　
候
柿
木
以
外
　
　
　
一
〇
枚

　
入
賞
に
集
瀬
さ
ん

　
賞
金
は
、
市
の
木
に
決
定
し

た
「
み
か
わ
く
ろ
ま
つ
」
に
応

募
さ
れ
た
Ｉ
、
〇
六
四
の
応
募

者
の
中
よ
り
厳
正
な
る
抽
せ
ん

を
行
な
い
、
つ
ぎ
の
か
た
が
た

に
決
定
し
ま
し
た
。

▽
入
賞
　
　
一
点
　
五
千
円

　
築
瀬
武
士
さ
ん
（
丸
山
町
字

　
　
　
　
　
　
ハ
サ
マ
六
三
）

▽
残
念
賞
　
五
点
　
各
千
円

　
ぼ
旧
文
子
さ
ん
（
明
大
寺
町

　
　
　
　
　
　
字
野
畔
一
口

　
山
口
し
づ
江
さ
ん
（
丸
山
町

　
　
　
　
　
字
ハ
サ
マ
六
三
）

　
中
根
小
み
つ
さ
ん
（
伊
賀
町

　
　
　
　
五
丁
目
七
〇
の
Ｉ
）

　
牧
野
そ
の
子
さ
ん
（
美
合
町

　
　
　
　
　
　
宇
平
端
一
六
）

　
西
山
カ
ツ
子
さ
ん
（
六
供
町

　
　
　
　
　
　
　
四
丁
目
三
）

④
み
か
わ
く
ろ
ま
つ

　
み
か
わ
く
ろ
ま
つ
は
、
常
緑

針
葉
広
木
で
、
樹
皮
が
厚
く
な

っ
て
、
亀
の
甲
の
よ
う
に
深
い

さ
け
め
を
生
じ
、
非
常
に
縁
起

の
よ
い
植
物
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
岡
崎
の
歴
史
に
も
欠
く
こ

と
の
で
き
ぬ
い
わ
れ
を
持
ち
、

福
岡
町
の
土
呂
陳
屋
の
松
、
真

伝
町
の
真
伝
の
大
松
な
ど
市
指

定
と
さ
れ
て
い
る
松
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

市
の
木
選
定
発
表
会

　
次
の
と
お
り
、
成
人
式
と
あ
　
と
　
き

わ
せ
て
市
の
木
選
定
発
表
会
を

行
な
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
多
数
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
七
年
一
月

十
£
日
午
前
十
時

と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

Ｏ
参
会
者
の
皆
さ
ん
に
市
の
木

　
の
苗
木
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
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節
税
を
し
ま
し
ょ
う

　
固
定
資
産
税
（
家
Ｍ
）
は
、
毎
年
一
月
一
目
現
在
の
家
尾
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
屋
が
取
り
こ
わ
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、
家
屋
滅
失
届

を
市
役
所
資
産
税
課
に
提
出
さ
れ
て
な
い
た
め
に
、
課
税
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
家
Ｍ
滅
失
川
」
の
用
紙
は
市
役
所
資
産
税
課
も
し
く
は
、
各
支
所

に
備
え
て
あ
り
ま
す
か
ら
、
家
屋
を
取
り
こ
わ
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
届

け
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
末
ま
で
に
届
け
る
こ

と
を
忘
れ
た
方
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
今
す
ぐ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
資
産
税
課
家
屋
第
一
係
（
電
話
二
三
上
ハ
○
九

七
）
・
第
二
係
（
電
話
二
三
－
六
一
〇
一
）
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
を

　
固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋
の
ほ
か
償
却
資
産
の
所
有
者
に
も

課
税
さ
れ
ま
す
。
償
却
資
産
と
は
時
の
経
過
に
よ
っ
て
そ
の
価
値
が

減
少
す
る
機
械
・
工
具
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
産
を
事
業
（
商
売
）
に
使
用
し
て
い
る
所
有
者
は
、
一
月
一
口

現
在
の
資
産
の
明
細
を
一
月
三
十
一
口
ま
で
に
申
告
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
川
紙
の
な
い
か
た
、
ま
た
は
申
告
方
法
の
わ
か
ら
な
い
か
た

は
、
岡
崎
市
役
所
資
産
悦
課
償
却
資
産
係
（
電
話
二
三
－
六
〇
九

四
）
へ
お
問
い
〈
‐
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
遠
隔
地
の
み
な
さ
ん
に
は
、
つ
ぎ
の
場
所
で
午
前
九
峙

か
ら
午
後
四
時
ま
で
臨
時
受
付
所
を
開
き
ま
す
の
で
、
ご
利
川
く

だ
さ
い
。

　
臨
時
受
付
所
開
設
日
程

　
▽
一
‐
丿
十
七
日
（
月
）
＝
東
部
支
所
▽
一
月
十
八
口
（
火
）
―
六

ッ
美
支
所
▽
一
月
十
九
口
（
水
）
―
大
平
支
所
▽
一
‐
刀
二
十
口
（
木
）

＝
岩
津
支
所
▽
一
月
二
十
一
日
（
金
）
―
矢
作
支
所
▽
一
月
二
十
四

口
（
月
）
＝
岡
-
＝
３
支
所

危
険
物
取
扱
者
試
験
が
　
　
・
受
験
手
数
料

お
こ
な
わ
れ
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
乙
種
一
、
〇
〇
〇
円

試
験
日
　
二
月
十
三
日
＾
日
゛
　
　
　
　
　
　
　
丙
種
　
八
〇
〇
円

丿
ｕ
ｒ

～
Ｉ
宍

丿
箱
隷

町
、
西
三
河
小
務

　
丙
睡
危
険
物
取
扱
者
（
ガ
ソ
　
　
所
総
務
課

　
リ
ン
、
灯
油
等
の
取
扱
者
）
　
　
願
禰
受
付
期
間

受
験
に
必
要
な
も
の
　
　
　
　
　
　
　
一
月
十
一
口
か
ら
一
月
十
三

　
・
受
験
願
書
・
写
真
（
三
枚
）
　
　
日
ま
で

講
習
会

　
二
月
三
日
（
木
）
市
主
催

　
二
月
八
日
（
火
）
県
主
催

　
　
　
　
　
岡
崎
市
甲
山
会
館

そ
の
他

　
願
書
は
消
防
木
部
予
防
課
及

　
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
消

　
防
本
部
（
二
Ｉ
Ｉ
五
一
五
一
）

　
へ
お
問
八
］
せ
く
だ
さ
い
。

　
消
防
出
初
式

　
新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
を

消
防
職
、
団
‥
貝
二
、
二
〇
〇
名

は
し
ご
巾
を
始
め
、
消
防
車
五

十
五
台
が
参
加
し
て
行
な
い
ま

す
の
で
多
数
ご
観
覧
く
だ
さ
い

　
日
時
　
昭
印
四
十
七
年
一
月

九
日
（
‐
）
　
午
前
十
時
？
午

前
十
二
時

　
場
所
　
久
汲
崎
町
　
乙
川
殿

橋
下
流
広
場

　
▽
当
日
、
午
前
八
時
に
消
防

団
員
を
訓
練
召
集
す
る
た
め
、

サ
イ
レ
ン
お
よ
び
警
鐘
を
な
ら

し
ま
す
か
ら
、
火
災
と
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
▽
演
習
召
集
信
号

サ
イ
レ
ン

　
　
　
　
約
十
五
秒
吹
鳴
、
約

　
　
　
　
六
秒
休
止
を
約
一
分

　
　
　
　
問
吹
鳴
す
る

　
　
警
　
　
鐘

　
　
　
　
○
　
○
ト
○
ト
ひ

　
　
　
　
一
点
と
三
点
の
斑
打

　
　
　
　
と
し
打
鳴
時
間
適
宜

　
な
お
、
発
消
防
団
員
が
集
結

す
る
た
め
、
特
に
「
火
の
川
心

」
を
お
噸
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
１
　
１

　
第
二
十
三
回
岡
崎
市
民
駅
伝

と
き
　
昭
和
四
十
七
年
一
月
　
の
各
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
保

二
十
三
日
（
日
）

　
開
会
式
　
午
前
九
時
三
十
分

美
合
町
、
愛
知
県
追
進
営
農
大

学
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
出
発
　
▽
高
校
、
一
般
の
部

―
午
前
十
時
十
五
分
　
▽
中
学

校
の
部
―
午
前
十
時

　
主
管
　
岡
崎
陸
上
競
技
協
会

　
主
催
　
岡
崎
市
、
岡
崎
市
教

育
委
員
会
、
岡
崎
体
育
協
会
、

中
日
新
聞
社
、
岡
崎
陸
上
競
技

協
会

　
申
込
み
　
昭
和
四
十
七
年
一

月
十
三
口
（
木
）
正
午
ま
で
に

岡
崎
市
教
育
委
員
会
・
社
会
体

育
係
へ
申
込
書
に
よ
り
必
着
す

る
よ
う
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

護
者
の
承
認
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
資
格
　
▽
中
学
校
の
部
＝
巾

内
の
中
学
校
に
在
学
す
る
者
で

学
校
長
が
認
め
た
チ
ー
ム
（
参

加
チ
ー
ム
制
限
な
し
）

▽
高
校
の
部
―
市
内
の
高
校
に

在
学
す
る
者
で
学
校
長
が
認
め

た
チ
ー
ム
（
参
加
チ
ー
ム
制
限

な
し
）

　
▽
一
般
の
部
１
市
内
に
在
住

在
勤
す
る
者
で
編
成
し
た
チ
ー

ム
（
参
加
チ
ー
ム
制
限
な
し
）

　
監
督
会
議
　
昭
和
四
十
七
年

一
月
十
八
日
（
火
）
午
後
四
時

か
ら
岡
崎
市
役
所
六
階
大
会
議

室
で
行
な
い
ま
す
の
で
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
の
部
及
び
高
校
の
部
　
　
注
憲
事
項
　
メ
ン
バ
ー
は
．

岡
崎
市
レ
ジ
ャ
ー
農
園

　
市
民
の
方
々
が
緑
を
愛
し
、

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
余
暇
を

利
用
し
て
、
花
作
り
、
野
菜
作
り

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
健
康
的

な
施
設
と
し
て
岡
崎
市
レ
ジ
ャ

ー
農
園
の
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　
現
代
の
生
活
環
境
は
自
然
に

親
し
む
機
会
が
少
な
く
、
一
方

レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
発
展
に
よ
う

て
準
や
か
な
施
設
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
自
然
に
対
す
る

地
味
な
郷
愁
を
み
た
し
て
く
れ

る
施
設
は
数
少
な
い
。
そ
こ
で

祁
市
と
そ
の
近
郊
生
活
者
が
騒

音
と
汚
染
さ
れ
た
大
気
か
ら
逃

が
れ
て
花
や
野
菜
を
作
っ
て
自

然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
ら

ど
ん
な
に
好
ま
し
い
こ
と
だ
ろ

う
か
。
そ
ん
な
声
に
応
え
て
こ

の
会
は
、
適
当
と
思
わ
れ
る
土

地
を
有
効
に
市
民
の
か
た
が
た

に
開
放
、
利
用
し
て
も
ら
う
べ

く
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
こ
の
会
の
趣
旨
を

理
解
し
、
会
輿
に
な
り
た
い
希

望
の
か
た
は
、
つ
ぎ
の
条
項
に

よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

場
所
　
箱
柳
町
、
莫
伝
町

競
走
大
会

つ
ぎ
の
と
お
り
と
す
る
、

　
▽
中
学
校
の
部
―
一
チ
ー
ム

８
人
、
補
欠
２
人

　
▽
高
校
の
部
―
一
チ
ー
ム
ー
・

人
、
補
欠
２
人

　
▽
一
般
の
部
　
一
チ
ー
ム
５

人
、
補
欠
２
人

　
巾
し
込
み
汝
の
メ
ン
バ
ー
の

変
更
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
選
手
に
事
故
あ
る
と
き

は
、
そ
の
区
問
に
補
欠
選
不
を

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
-
≫

　
ゼ
ッ
ケ
ン
番
号
は
監
悍
会
議

で
発
表
し
ま
す
。

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、

監
督
会
議
で
桁
示
し
ま
す
。

　
コ
ー
ス
　
コ
ー
ス
は
教
介
委

‥
□
会
・
吐
会
体
育
係
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

の
会

面
積
　
一
区
画
約
二
十
ｆ
方
メ

　
ー
ト
ル

利
用
期
間
　
四
月
十
一
日
か
ら

　
翌
年
三
月
三
十
一
日
（
一
ヵ

　
年
継
続
利
用
）

利
用
制
限
　
花
や
野
菜
の
栽
培

　
に
限
る
。

会
費
　
年
間
一
区
叫
　
二
千
円

　
　
（
使
用
料
を
ぺ
「
‥
む
」

申
込
期
日
　
昭
和
四
十
七
年
二

　
‐
月
末
日
限
り
。

申
込
の
受
付
ま
た
は
お
問
い
あ

わ
せ
　
岡
崎
市
役
所
ａ
務
課
喇

　
芸
係
　
確
二
三
上
ハ
ー
九
九



-
８

-

白
羽
根
住
宅
の
受
付

　
　
　
　
　
　
は
じ
ま
る

　
（
住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
）

▽
所
在
地
―
岡
崎
市
洞
町
字
白

　
羽
根
地
内

▽
構
造
＝
木
造
一
戸
建

▽
譲
渡
予
定
価
額
＝
五
、
七
二

　
○
千
円

▽
公
庫
融
資
予
定
額
―
一
、
三

　
八
〇
千
円

▽
自
己
負
批
金
（
頭
金
）
＝
四
、

　
三
四
〇
千
円

▽
建
物
引
渡
予
定
期
―
昭
和
四

　
十
七
年
三
月
頃

　
用
紙
交
付
　
昭
和
四
十
七
年

一
‐
Ｊ
十
日
（
Ｈ
ａ
）
～
一
月
二
十

日
（
木
）

　
用
紙
交
付
場
所
　
県
住
宅
供

給
公
社
、
岡
崎
市
役
所
、
名
古

屋
市
内
の
百
貨
店
の
プ
レ
イ
ガ

　
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
七
年

一
月
十
七
日
（
月
）
２
一
月
二

十
一
日
（
金
）
―
愛
知
県
住
宅

供
給
公
社
、
十
七
日
・
十
八
日

は
市
役
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　
愛
知
県
住

宅
供
給
公
社
（
名
古
屋
市
中
区

三
の
丸
二
ノ
ー
ノ
ー
）
業
務
課

分
譲
係
、
電
話
（
九
六
一
－
二

一
一
一
番
・
内
線
三
四
五
三
希
）

　
市
民
相
談
室

　
　
人
権
相
談

　
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は

従
来
、
人
樹
相
談
を
名
古
屋
法

務
局
閻
崎
支
岫
で
行
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
四
十
七
年
か
ら
毎

月
第
二
水
曜
口
を
相
談
ｎ
‥
と
し

岡
崎
市
役
所
市
民
相
談
宝
で
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
隣
近

所
と
の
紛
争
、
職
場
で
の
問
題

な
ど
人
麹
に
関
す
る
問
題
で
お

困
り
の
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
一
ｊ
の
人
膨
相
談
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

と
　
き
　
一
月
十
二
日
（
水
）

　
　
　
　
午
後
一
時
？
四
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
賞

相
談
員
　
人
陶
擁
護
委
員
（
名

　
　
　
　
古
屋
法
務
岫
岡
崎
支

　
　
　
　
岫
職
以
）

　
　
　
　
永
川
和
佐
治
、
鈴
木

　
　
　
　
富
三
、
本
田
要
屯

行
政
相
談
の
お
知
ら
せ

　
恩
給
、
年
金
、
登
記
、
国
税

保
険
、
生
活
保
護
、
教
育
、
農

地
、
郵
便
、
道
路
、
交
通
、
公

営
住
宅
、
河
川
、
環
境
術
生
、

公
害
、
そ
の
ほ
か
国
鉄
・
電
々

・
専
売
・
公
団
・
公
庫
の
業
務

な
ど
の
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
か
た
、
不
満
を
お

持
ち
の
か
た
は
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
一
列
十
二
‐
（
水
）

　
　
　
　
午
後
一
時
？
四
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
員
　
行
政
相
談
員
　
小
野

　
　
　
　
坂
雄

｜ ，

衛
生
関
係
の
お
知
ら
せ

　
　
回
付
、
９
入
さ
で
　
』
靉
言
言
一
穴

　
定
期
の
百
日
せ
き
、

ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

混
合
予
防
接
種

　
百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、

破
傷
風
混
〈
い
を
つ
ぎ
の
よ
う
に

行
な
い
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る

か
た
は
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
該
当
者
　
第
一
期
―
昭
和
四

十
六
年
四
月
一
‐
か
ら
昭
則
四

十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
出

生
し
た
か
た
、
お
よ
び
昭
和
四

十
六
年
三
月
三
十
一
‐
以
前
に

出
生
し
た
か
た
で
第
一
期
の
百

口
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
混
介
を
受
け
て
い
な
い
か
た

　
第
二
期
＝
昭
和
四
十
屁
年
十

二
月
三
十
一
日
以
前
に
第
一
期

百
日
せ
き
、
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷

風
混
合
を
完
了
し
て
い
る
か
た

　
料
金
は
無
料
で
す
。

　
接
種
で
き
な
い
か
た

　
印
有
無
忠
者
、
心
臓
血
竹
系

腎
臓
ま
た
は
肝
臓
に
疾
患
の
あ

る
者
、
糖
尿
病
患
者
、
脚
気
患

者
、
そ
の
他
、
医
師
が
接
種
を

お
こ
な
う
こ
と
が
不
適
当
と
認

め
る
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
者

　
倒
病
後
衰
弱
者
ま
た
は
軒
し

い
栄
養
障
害
者

　
㈲
ア
レ
ル
ギ
ー
休
質
の
酋
ま

た
は
け
い
れ
ん
性
体
質
の
者

　
接
種
後
の
注
憲

　
巾
接
種
当
日
は
入
浴
で
き
ま

期日および場所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
－

Ｉ
Ｈ
・
1
2
‐
の
母
Ｆ
老
べ
保
健
セ
ン
タ
ー
は
広
幡
・
愛
宕
学
区
を
対
象

‐
り
1
9
日
の
ほ
ｆ
老
＆
ほ
健
セ
ン
タ
ー
は
梅
幽
・
＃
ｍ
学
区
を
対
象

突
発
患
者

の
た
め
の

　
　
　
　
緊
急
当
直
担
当
時
閥

　
○
文
中
ゴ
シ
ッ
ク
の
略
号
は
゛

内
科
ま
た
は
小
児
科
・
外
科
・

産
婦
人
科
・
皮
泌
科
・
耳
鼻
咽

喉
科
・
眼
科
で
す
。

　
　
【
一
月
一
日
】
内
ｌ
亀
外
（

伝
馬
一
）
長
坂
（
矢
作
橋
）
中

山
（
羽
根
）
外
ｌ
岡
崎
南
（
羽

根
）
産
丿
芦
池
（
明
大
寺
）
皮

―
荻
須
（
飽
山
）
耳
―
中
西
（

伊
貿
七
）
眼
―
矢
藤
（
能
見
）

　
　
【
一
月
二
日
】
内
―
渡
辺
（

伝
馬
二
）
新
海
（
仮
屋
）
中
尼

　
（
柱
）
外
＝
美
合
（
美
合
）
産

―
加
藤
（
明
大
寺
）
皮
＝
大
竹

（
明
大
寺
）
耳
ｌ
島
田
（
伝
馬

一
）
眼
―
佐
野
（
門
前
一
）

　
【
一
月
三
日
】
内
―
斉
藤
円

こ
の
号
か
ら

午
前
八
時
？
翌
‐
午
前
八
時

　
腸
科
（
伝
馬
三
）
志
貴
（
田
町

　
）
柱
診
療
所
（
柱
）
外
＝
渡
会

　
　
（
六
地
蔵
）
産
＝
内
田
（
康
生

　
南
）
皮
＝
杉
浦
（
美
介
）
耳
―

　
黒
田
（
往
）
眼
１
桐
渕
（
唐
沢

　
）

　
　
「
一
月
九
日
」
内
＝
オ
ハ
ラ

　
　
（
中
町
）
宮
地
（
伊
賀
）
山
木

　
　
（
羽
根
）
外
―
宇
野
（
八
帖
）

　
産
ｌ
伊
藤
（
六
供
）
皮
＝
松
木

　
　
（
元
能
見
）
耳
―
康
生
（
康
生

　
南
）
眼
―
小
玉
（
羽
根
）

　
　
【
一
月
十
五
日
】
内
＝
水
野

　
　
（
明
大
寺
）
山
本
（
井
田
）
巾

　
山
（
羽
限
）
外
―
長
谷
川
（
康

　
生
東
）
産
＝
須
田
（
六
供
三
）

　
皮
―
荻
須
（
飽
田
）
耳
―
山
木

「
市
政
だ
よ
り
」

　
’
　
１

り
、
軽
い
だ
る
さ
、
頭
痛
、
発

熱
、
さ
む
け
等
を
覚
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
通

常
二
？
三
口
中
に
は
特
別
の
処

収
を
し
な
く
て
も
し
だ
い
に
消

退
し
ま
す
。

/'へ
連

ｉａ

一

心

尺
一
）
眼
―
一

佐
野
（
門
前

　
　
【
一
月
十
六
日
】
内
＝
山
木

　
（
明
大
寺
）
サ
ト
ウ
（
鴨
川
）

中
尾
（
柱
）
外
―
内
田
（
康
生

南
）
産
―
遠
山
（
鴨
川
）
皮
＝

大
竹
（
明
大
寺
）
耳
―
中
西
（

伊
賀
七
）
眼
ｌ
桐
渕
（
唐
沢
）

　
　
【
一
月
二
十
三
日
】
内
―
中

央
（
康
生
南
）
大
山
（
東
祓
前

）
柱
診
療
所
（
柱
）
外
―
柴
田

　
（
明
大
寺
）
産
―
河
合
（
能
見

）
皮
―
杉
浦
（
美
合
）
耳
―
黒

旧
（
札
）
眼
ｌ
矢
藤
（
能
兌
）

　
　
【
一
月
三
十
日
】
内
―
浅
井

　
（
虞
南
南
）
加
藤
（
東
蔵
前
）

橋
本
（
柱
）
外
―
共
立
（
羽
根

）
産
―
芦
池
（
明
大
寺
）
皮
―

松
下
（
明
大
寺
）
耳
＝
松
下
（

明
大
寺
）
眼
ｌ
架
屋
（
鴨
田
）

の
形
式
な
ど
が
変
り
J
H
す
。
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